
                                                   

 
 
 
 
 
１．はじめに 

FRP防水材の標準状態での下地ひび割れ追従性試験 
方法について、昨年度、本大会において報告した。1 )   

同試験法によって、冷熱サイクル試験、耐熱試験、湿熱 
試験後の FRP防水材の下地ひび割れ追従性を検討した 
ので報告する。   
２．試験内容 
①冷熱サイクル試験：5℃冷水／5分、70℃温水／5分 
を１サイクルとし試験体の防水材層に冷温水を１５ 
０サイクル、３００サイクル滴下した。滴下流量は 
２L/minとした。 
②８０℃耐熱試験：８０℃の乾燥器中に試験体を連続 
８週間、１６週間保持した。（建材試験ｾﾝﾀｰにて実施） 
③70℃／95%湿熱試験：70℃／95%湿度の恒温恒湿槽 
中に試験体を連続 2週間、4週間保持した。各種試 
験の条件を表-1に試験体仕様を表-2にまとめた。 
表-1 各種耐久性試験条件 

 
 

 
   
   

各種耐久性試験後の下地ひび割れ追従性試験に使 
用した治具を写真-1に試験体形状を図-1に示した。 
試験体を治具に固定し引張試験に供した。試験速度 
は 5mm/minでおこなった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Expermental Study on Crack Resistance  of 
FRP Waterproofing Membranes（Part.2） 

 
 
 
 
 
 

下地のﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板部分は耐久性試験時の吸水の影響を除くた

め端部、裏面、表面をﾋﾞﾆﾙｴｽﾃﾙ樹脂でｼｰﾙした。 

 
(写真－１) 試験治具の構成：表面側（上）と裏面側(下) 
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板(JISA5430) 下地亀裂位置 固定用の穴（φ10） 
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図－１ 試験体形状 (単位ｍｍ)          
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試 験 項 目 試験時間、回数  

①冷熱ｻｲｸﾙ試験 １５０ｻｲｸﾙ、３００ｻｲｸﾙ 

②80℃耐熱試験   ８週間、１６週間 

③70℃／95%湿熱試験   ２週間、 ４週間 

FRP防水材の下地ひび割れ追従性試験（その２） 
－各種耐久性試験の検討－ 
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表－２ 試験体仕様 

 FRP Ａ仕様（薄塗）  FRP Ｂ仕様（厚塗） ウレタン仕様 ｳﾚﾀﾝ/FRP仕様 

ﾌﾟﾗｲﾏｰ層 ｳﾚﾀﾝ系 0.15kg/㎡ ｳﾚﾀﾝ系 0.15kg/㎡ ｳﾚﾀﾝ系 0.15kg/㎡ ｳﾚﾀﾝ系 0.15kg/㎡ 

ｳﾚﾀﾝ層     JIS防水ｳﾚﾀﾝ 2.0kg/㎡ JIS防水ｳﾚﾀﾝ 2.0kg/㎡ 

ﾌﾟﾗｲﾏｰ層       ｳﾚﾀﾝ系 0.15kg/㎡ 

FRP層＊ 
     

防水用 
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 

1.35kg/㎡ 
#450 1ply 

防水用 
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 

2.28kg/㎡ 
#380 2ply 

  
 

防水用 
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 

1.35kg/㎡ 
#450 1ply 

中塗り層 同上 0.4kg/㎡ 同上 0.4kg/㎡   ﾋﾞﾆﾙｴｽﾃﾙ 0.4kg/㎡ 

ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ層 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 0.4kg/㎡ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 0.4kg/㎡ ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ 0.2kg/㎡ ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ 0.4kg/㎡ 

＊樹脂／ガラス重量比 ＝ ７５／２５wt.%    防水用ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂の物性：引張強度 34MPa 伸び率 50% 
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表-3 試験結果（試験数 ｎ＝３） 

Ａ仕様（薄塗） Ｂ仕様（厚塗） ウレタン仕様 ｳﾚﾀﾝ/FRP仕様 防水仕様   

 

試験条件 

破壊 

状態 

追従幅 

(mm) 

破壊 

状態 

追従幅 

(mm) 

破壊 

状態 

追従幅 

(mm) 

破壊 

状態 

追従幅 

(mm) 

常 態 

 Ａ 

 Ａ 

 C  

３．２ 

５．０ 

４．９ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

４．８ 

４．５ 

３．７ 

 D 

 D 

 D 

７．２ 

４．９ 

７．７ 

 D 

 D 

 D 

８．７ 

９．６ 

１１．０ 

冷熱ｻｲｸﾙ 

１５０ｻｲｸﾙ 

 C 

 B 

 C 

３．３ 

３．９ 

３．０ 

 E 

 B 

 B 

１．８ 

３．０ 

２．３ 

 D 

 D 

 D 

６．４ 

８．２ 

６．１ 

 D 

 D 

 D 

１１．９ 

９．５ 

 ８．８ 

３００ｻｲｸﾙ 

 E 

 E 

 E 

２．１ 

２．８ 

３．１ 

 B 

 B 

 E 

２．０ 

２．２ 

１．３ 

 D 

 D 

 D 

６．１ 

７．２ 

５．８ 

 D 

 F 

 F  

 ７．２ 

 ８．７ 

 ８．１ 

80℃耐熱 

８週間 

 

 Ａ 

 C 

 Ａ 

４．６ 

３．３ 

５．４ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

４．５ 

４．８ 

４．７ 

 D 

 D 

 D 

０．７ 

０．８ 

１．３ 

 D 

 D 

 D 

８．３ 

７．５ 

７．２ 

 

１６週間 

 

 Ａ 

 C 

 Ａ 

３．９ 

３．２ 

５．１ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

４．２ 

３．８ 

４．６ 

 D 

 D 

 D 

１．８ 

１．２ 

１．３ 

 D 

 D 

 D 

５．９ 

５．５ 

５．６ 

70℃／95% 

湿熱 ２週間 

 C 

 E 

 C  

４．３ 

４．３ 

４．６ 

 E 

 B 

 E 

３．９ 

４．０ 

３．８ 

 D 

 D 

 D 

１０．０ 

１２．１ 

 ９．０ 

 D 

 D 

 D 

８．０ 

 ９．６ 

１４．９ 

 

４週間 

 

 C 

 E 

C  

２．２ 

３．４ 

２．２ 

 C 

 E 

 C 

３．１ 

３．６ 

３．３ 

 D 

 D 

 D 

１５．８ 

１４．９ 

１３．９ 

 D 

 D 

 D 

１０．９ 

１２．３ 

９．９ 

破壊状態Ａ 

破壊状態Ｂ 

破壊状態Ｃ 

破壊状態Ｄ 

破壊状態Ｅ 

破壊状態Ｆ 

防水層に 
破断なし 
下地表層 
が破壊 

防水層に 
破断なし 
下地表層の

一部が破壊 

防水層の 
破断と 
下地表層の 
破壊が混合 

防水層の破断 
（上）ｳﾚﾀﾝ/FRP 

仕様の例 
（下）ｳﾚﾀﾝ仕様 

の例 

防水層に破断 
なし 
ﾌﾟﾗｲﾏｰ/防水層間 
で剥離 

ｳﾚﾀﾝ防水材の 
せん断破壊 
(ｳﾚﾀﾝ/FRP仕様 
で見られた) 

３．結果と考察 
観察された破壊状態を A~F に分類し結果を
表-3にまとめた。 
・ FRP A 仕様(薄塗)では、冷熱ｻｲｸﾙ、湿熱試
験で破壊状態 B,C,Eがみられた。これらは
FRP防水層とﾌﾟﾗｲﾏｰの加水分解劣化が要因
であると考えられる。 

・ FRP B仕様（厚塗）では冷熱ｻｲｸﾙと湿熱、
2週間では防水層の破壊はみられず、湿熱、
4週間でのみ防水層破断がみられた。 

・ 耐熱試験では A,B仕様とも常態の結果と大
幅な違いはなかった。 

・ 一方、ｳﾚﾀﾝ仕様では耐熱試験において追従
幅が大幅に低下した。ｳﾚﾀﾝ/FRP仕様でも耐
熱試験で追従幅が低下傾向であった。これ

はｳﾚﾀﾝ防水材の熱劣化によると思われる。 
４．まとめ 

FRP 仕様では冷熱ｻｲｸﾙ試験、湿熱試験に
おいて防水層、ﾌﾟﾗｲﾏｰの加水分解劣化がみら

れ A仕様（薄塗）で顕著であった。ｳﾚﾀﾝ仕様
では耐熱劣化がみられた。 
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